
昭和４９～５１年度指定調査研究総合助成事業

二艘表層曳網漁具開発･研究総括編

１゜目的

沖合スルメイカ漁業の企業化によって，日本海にも５０トンから１５０トンという大型階層が多

数出現した。この漁業は４３年頃から企業化され，４６年までは漁獲量の累年増加という安定した

漁況を続けたが，４７年には横這いとたり，資源の先行き不安から裏作ないしは将来の転換目標と

して新しい資源開発を県当局に強く要請した。

このため，日本海の表層をかい源する浮魚（サンマ・スルメイカ・トビウオ・イワシ等）を漁獲

するための新しい漁具の開発研究を，同じような漁業社会的背景と目的をもつ鳥取県水産試験場と

共同研究として着手した。

2． 調査実施の概要

実施機関

笑施時期

調査海域

便用船舶

(1)

(2)

(3)

(4)

島根県水産試験場

昭和４９年５月～昭和５１年６月

西部日本海（うつ陵島～竹島～隠岐島北方海域）

島根県島根丸（１０６．７８トン，３２０馬力）

鳥取県第一鳥取丸（９９．１４トン，４５０馬力）

二賎表層曳網３銃

大型低速縮（６４．０×３０．０×５．９腕）

中型中速網（５５．ｌｘ２５．０×6.0”）

小型高速11ﾐﾘ（４８．５ｘ１８０ｘ５０腕）

流刺総５反

集魚装置

島根丸

集魚灯１５ＫＷ

投光機８ＫＷ

誘導灯１ＫＷ

（ハロゲン・ランプ）

(5)使用漁具
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第一鳥取丸
｜

集魚灯１５ＫＷ

投光機２ＫＷ

誘導灯１ＫＷ

（ハロゲン・ランプ）

海洋科長山崎繁

船長浅中正禄

技師石田健次

指導機関東海区水産研究所漁具燕(法部

部長矢島信一

室長小山武夫

協力機関鳥取県水産試験錫

分場長佐野茂

研究員川口哲夫

平田紡i3iKK技術開発センター

(6)調査担当者

(7)指導及び協力機関

3．調査の方法

(1)漁具の構造と操業方式

漁具の構造については網地配置図として第１図に示した。漁具形状は一の，両翼式で，大型低速

網と中型中速網は下網が上網より９．１加～8.5〃長くチリトリ状をしているのに対し，小型高速網

は下網と上網は同長で単純な形状をとり，高速曳航に耐える生，強力な仕様となっている。

－３８－
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操業方式は二鰻表層曳網とし，両翼のそれぞれを二隻の試験船で曳航した。第２図に操業図を示

したが，船間女隔とワープ長は大型低速網で何れも１０ＯＩＩ,Z，中型中速・小型高速網では１２０”

と１８５加で試験をおと友っ定・漁獲試験では両船の相対する舷側で集魚灯を点灯し，とＬで集魚

した魚群を誘導灯と探照灯を網方向に照射することにより入綣効果を上げることＬした、

鍵｝
ジグ

｢」
、／

剖雁ｉｌリE巳閻

二鰻表層曳j網操業図第２図

(2)漁具測定

測定項目は主機関回転数に対するワープ張力，曳網速度，測定項目は主機関回転数に対するワープ張力，曳縮速度，縮口高さで，測定器はそれぞれ，ロー

ド・セル（ＳＳ－８Ｄ型１０トン），あるいはスプリング式ＧＲ張力計（２トン），ノット．〆
〆

－グー（ＫＭ－２型），及びネット・レコーグーカミ使用された。

－３７－



４．結果と考察

（１）漁具測定結果

測定に供された縮は４８年に作成された中型中速網（長さ５５．ｌｘ巾２５．０×高さ６．０腕），

５０年に作成された大型低速網（６４，０×３０．０×５．９腕）および小型高速網（４３．５×１８．０×

5.0腕）の三種の漁具である。測定場所は風圧・波浪の抵抗を避けるため，島】根半島忙かこ室れ允

美保湾の沖合３～４浬の海上で，風速も３．５脚以下という恵まれた条件のもとにおこなわれた。結

果は第１表一(1)～(3)および第８図に示した。とユで主機関回転数は両船の機関種類（島根丸：低速

エンヂン，第三鳥取丸：中速エンヂン）と馬力数（島根丸!：３２０ＰＳ，第一鳥取丸：４５０ＰＳ）

が異るため，実際に曳網をおこまって，両船の平衡するそれぞれの回転数を決定し，表示は島根丸

の回転数とした。

第１表一(1)漁具測定表小型高速網

－３８－

主機回転数

（ｒ､p･、）
片側ワープ張力

(to、）
全張力

(ｔｏ､）
曳網速度

(ｋｎｏｔ）
網ロ高さ

(腕）

２００

b穴１

0．７６ 1．５２ 2.6 6.0

２８０ 1．１６ 2．３２ 8.2 5.5

２４５ 1．６０ 3．２０ 3.4 5.2

２６０ 1．７７ 3．５４ 3.8 5.0

２７０ 1．８０ 3．６０ 8.9 4.8

２６０ 1．６０ 8．２０ ３８ 5.0

２４５ 1．５４ 3．０８ 3.4 5.3

２３０ 1．４８ 2．９６ 3.1 5.6

２００ 1．１３ 2．２６ 2.5 7.0

１８０ 0．８８ 1．７６ 2.4 7６８

１５０ 1.9 ８．３



第１表一〈2）漁具測定表中型中速網

第１表弍3）漁具測定表大型低速網

－３９－

主機回転数

～（r･p･ｍ１）

片側ワープ張力
（ｔｏ、）

全張力
(ｔｏ、）

曳網速度
(ｋｎｏｔ）

網ロ高さ
(ﾌﾞﾘZ）

２００ 1.1 ２２ 2`８ 265

２８０

２４５｝

1.5

1６６５

3.0

3.8．

8.3

3.7

２．１

1．９５

２６０． Ｌ７５ 3.5 4.0 1.7

２７０ 1．８５ 3.7- 4.3 1.5

２８０ 2.05 4.1 4.5 1.8

２７０ 1.8 3.6 ４，２ 1.7

２６０ 1．７５ ３５ 4.0 1．７５

２４５ 1.6 ａ２ ３７ 2．０５

２８０ 1．５５ 8.1 ８．２５ 2.4

２００ 1．２５ )２．５ 2.7 3.0

１５０ 0`６５ 1.8 2.2 3．３５

主機回転数

（ｒ､ｐ･、）
片側ワープ張力

(to、）

全張力
(to、）

・曳総速度
(ｋｎｏｔ）

網口 高
(腕）

さ

１８０ 1.5 9.0

２００ 2.0 Ｚ８

２３０ 2.5 6.5

２４５ 2.8 6.2

２６０ 1．０８ 2．１６ 2.9 5.9

２４５ ‐１．０２ 2.04 2.7 6.2

２３０ 0．８８ 1．７６ 2.6 ・６．５

２００ 0．８０ 1．６０ 2.0 7.8

１８０ 1.6 9.0
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１）主機関回転数に対するワープ張力，曳総速度及び網ロ高さの関係

ワープ張力は片側ワープだけで測定がおこなわれたために舵角・風圧による張力の偏向が測定値

の誤差を大きくした。比較的高速で曳綱される小型高速網と中型中速網の張力がほぼ同値をとり，

大型低速網より大きい値をとるのは当然であるか，各回転数に対する張力差は０．５～1.0トン程度

で回転数増加に対する張力の増大傾向は，これも小型高速縮・中型中速lit3か大きい。

曳網速度についても，小型高速網と中型中速はほ蟹同じ値をとるが，変化傾向は中型中速網が高

回転時２７０回転以上において小型高速網より大きい値をとっているか，これは不合理な結果であ

って，小型高速網の２７０回転以上の測定かおとをわなければならなかった。しかし，この比較的

高速で曳網できる二つの縮は１５０回転２ノプトから２７０回転４ノプト蚤で臆蟹直線的な増加傾

向を示していることから，さらに５ノプトまでの増速は元分に可能であろう。大型低iJlIj網は１８０

回転1.6ノットから２４５回穆８ノブ'ﾄまで急勾配の増加をし，２６０回転約３ノットか曳網速度

の限界でこれ以上回転数を上げても増速することは困難で，実際に機関系統に無理かみられた。

鯛ロ高さは大型低速紬で９〃から６腕に，小型高速網で7.5腕から５沈在で回転数①増加にした

がって減少するが，両者の差は低回転時で約１．５腕，高回転時で１〃ｌである。４９年度報告では，

中型中速網の測定において２００回転で2.5郷，２８０回転では１．８腕という予測外に小さい計測

値が得られ，再計測の必妥を指摘したが明らかに計測器の誤りであった。高回転時の５腕から６腕

という網ロ高さは表層をかい勝するサンマを対象とした場合満足する値であって，漁具設計時点で

の模型による水槽実験（平田紡繊ＫＫ技術開発センター）でも8.0ノプトで５．８〃，ａ５ノットで

５．２"Zという結果が得られ，実測値とよく近似していた。

２）曳網速度に対するワープ張力，および網ロ高さの関係

曳縮速度は曳網類にとって掃過面秋に関係する重妥な要因である。しかし，これの増大はワープ

張力をいちじるしく増大させるので漁船の曳縮力と関連して漁船固有の限界をもつことになるし，

他方では，総ロ高さを減少させることによって漁獲性能を低下させる結果となる。したかって，曳

網速度に対するワープ張力，および網ロ高さの力学的検討はこの意味からL大切なことである｡

第４図に大型低速縮，中型中速網，および小型高速網の曳網速度とワープ張力の関係を図示した。

図から二つの関係は両対数をとることに｡上って直jWH関係とたり，小型高速網と中型中速網が侭琶

同傾向をとるのに，大型低速網は曳網速度の増大に対して張力の増加勾配が小さい。計算の結果は

幾力Ｔ（l（９）と曳網速度汐（ｋｎｏｔ）の間には次のような実験式が求められる。

小型高速網Ｔ－５２９．４２'１．８８８１

中型中速網Ｔ－５４７８２Ｚ'１．３５５８

大型低速網Ｔ－９２３．４２，ｑ７６５５

－４１－
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１．０ 8.04.0５．０，（ｋnot）1.5 2０

第４図ワープ張力（Ｔ）と曳縮速度（汐）の関係

小型で高速曳網できる織皇曳網速度に対する増加勾配は大きく，小型高速網に対し大型低速網の

増加勾配は５５妬程度に過ぎたい。

次に，第５図に曳纈速度と瀦口高さの関係を図示した６

９
８
７
６
５

⑩ｈ

■

Ｉ当■■■■■

４

l－ｌ
３

１０１．５2.0２．５３.Ｏａ５４０４５５０ｚ'(kｎｏｔ）

第５図網ロ高さ（ｈ）と曳給速度（汐）の震係
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回転数に対する網ロ高さの関係では各回転数に対して’腕程度小型高速網が大型低速網より小さ

い値をとったが，対曳網速度ではほとんど両者の差は認められたい。計算の結果は網ロ高さｈ（”）

と曳網速度氷ｋｎｏｔ）の間には次のような実験式が求められる。

小型高速j綱ｈ－１８．５４２，－o､7637

大型低速緒ｈ－１２．１４Ｄ－ｏ６６４８

式から０１低速時の網口高さは小型高速網か大型低速綱より大きいが，速度に対する減少勾配が大

きいために約８ノットを境にして両者の関係は逆転するという結采である。しかし，実際には大型

低速縮の曳網速度の限界は３ノット程度であることから５．９腕より小さくたることはないし，小型

高速縮では５ノプト注で増速すれば計算上4.0腕となり，サンマの勝泳層が極めて表層であること

から，この値は漁漉可能な網ロ高さである。

（２）曳縮力と漁具抵抗

漁具をある程度で曳航するために必要な馬力数，これを曳網力（漁具抵抗馬力）とすると，固有

の馬力数，推進効率・船型をもつ漁船がある曳総速度で曳航することのできる漁具規模（漁具抵抗）

は適当でなければならない。この項では前項の漁具測定結果をもとに，４８年作製の中型中速網と

これを曳網した島根丸の奥総力の関係を考察する。

小山（１９７４）は曳網力（Ｅｎ．Ｈ・Ｐ）について

Ｅ、．Ｈ・Ｐ－ヮ（Ｅ’．Ｈ、Ｐ－Ｅｓ．Ｈ，Ｐ）（Ｂ、Ｈ、ｐ）
Ｅ１．Ｈ・Ｐ

ただし，り；推進効率Ｅ１．Ｈ・Ｐ：曳紬時の有効馬力ＥＳ．Ｈ・Ｐ：船体抵抗馬力

Ｂ・Ｈ・Ｐ：主機軸馬力

であらわされるとした。そして，実験的にvは約０．２，Ｂ・Ｈ１Ｐは曳綱f<Fにおいては６５筋，

また（Ｅ１．Ｈ・Ｐ－Ｐｓ.Ｈ・Ｐ／Ｅ１．Ｈ・Ｐ）の値は海上平穏U月Fで０．９８程度であるから

Ｅ、.Ｈ・Ｐ－３９ＰＳ

また，漁具の曳縮力Ｅ、．Ｈ、ｐ－ＴＡ９・ZWZ／ｓeｃ
７５A９．”／Bｅｃ

であるから，漁具抵抗（張力）Ｔは

ＴＡ９・汐腕／ｓｅｃ－３９ＰＳ・７５A９．〃/ごｓｅｃ

－２,９２５k９・加／sｅｃ

したがって，Ｔか２．９トンのときZ'が１腕／ｓeｃ（２ｋｎｏｔ），Ｔが2.0トンのき１．５"/beｃ

（８ｋｎｏｔ）となる。

二鍍曳網であるので張力は２倍とたり，Ｔが5.8トンで汐が１腕／see（２ｋｎｏｔ），Ｔが

－４３－



４．０トンで、が1.5腕／see（３ｋｎｏｔ）となる。

漁具測定の結果はＴが2.6トンで沙が８ノプトであるから，島根丸の漁具抵抗（Ｔ）はかなりの

余ゆうをみても３０筋程度の増大は可能であるという結輪力鵯られた゜

４９年に作製された大型低速網と小型高速網はこの結論にもとづいて決定された。大型低速網は

漁具規模をさらに拡大して低速状態で曳j網できる絹,･さた，小型高速網は逆に漁具規模を縮小し高

速状態で曳綱できる縮として，漁具抵抗馬力の計算によって設計されたものである。

結果はそれ等の漁具測定値にみられるとおり満足すべきものであった。

５１年計画では一部二鰻中層曳網の試験と測定および曳網力の検討が予定され，小型高速網の改

造をおこたった。この縮の全浮力５９２．６k，'沈降力２１９`７A9から余剰浮力３７２．９A,に対応す

る浮子（サイコラヅクの３６０噸）をはずし，一方では，約３．５ノットの曳網速度に耐える，重趣

１８８A,，長さ２５腕のスタプド・チーン（ｄｌ９麺）を網口に装着し，このチェンを長さ１０腕

のロープのついた浮子で吊り下げて曳網するという方法を採用した。しかし，この中屑化試験は完

全な状態で曳網さｵしたか，試験船にはトロール施設がたいために，スタプド・チェンをサイド・ロ

ーラーで捲込むという作業に危険が予想されたので，１回の実験で中止せざるを得なかった。

（３）漁渡試験

昭和４９年から５１年の３年間『日本海の北上サンマを対象として，三種類の網による二鰻表層

曳網の漁漉試験は５５回おこなわれ，この中完全に曳網された５１回の操業による漁渡量はサンマ

１９，９４６尾，スルメイカ１０．１２１尾でその他フク・トビウオ・サバ・イワシ・カワハギ・タチ

ウオ等であった。各操業位置と操業記録は巻末に付図・付表として示した。

漁具測定の結果から，大型低速網・中型中速網・小型高速j網のそれぞれの漁具/持性を述べたが，

この漁具特性か漁渡に如何にあらわれたかを考察する。単位努力当り漁獲通として漁具別単位時間

当り漁漉量:の頻度分布を魚種別に第６図に示した。

一興－
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これは，漁雄量の階級差（バラツキ）が大きく，単純に平均値として比較できたいために標準偏

差と変動係数を計算して漁獲特性をうかがうためである。

サンマについては中型中速網が極めて好性能で，平均値で小型高速綱の２．４倍，大型低速網に対

しては９倍の漁渡をあげている。しかし，標準偏差が大きく，変動係数も２．４と大きいので極めて

不安定左漁渡とたっている。小型高速網は平均値において及ば左いが，標準偏差は約財で変動係数

も１．５と安定的な漁況を示し，性能として劣るものでは左い。大型低速緒は平均値が極めて小さく，

､前二者に比していちじるしく不適当であるといえる。

スルメイカについては小型高速網が平均値で１４４．１尾で最高となっている。しかし，遇発的に

近い２回の操業で2,041尾という漁渡が平均値をいちじるしく引上げているので，標準偏差と変

動係数を大きくし不安定な漁具といえる。きた，中型中速網においては平均値も小さく，変動係数

も大きいので不適当な漁具である。これに対し，大型低速網は平均値で６７．５尾と比較的小さいが，

変動係数が1.1で安定した漁具としての性能をあらわしている。

したがって，サンマについては高速で曳縄できる小型高速・中型中速網が優れ，スルメイカにつ

いては大型で縮ロ高さの大きい大型低速j網がその漁具特性から優れた性能をもつことが考察される－

次に，掃過面積と入j網尾数を魚種別・漁具別に示したのは第７図である｡とＬで掃過面積は網

ロ長さ×対水曳網速度×時間として算出した。結果は前記の考察と全く同じことであるが，この図

からは入絹尾数と掃過面積の間には全く相関女係が認められず，逆に言えば，実験がある適正レベ

ルの魚群密度をもつ漁場でおこなわれていたいということである。

－４６－
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と凶で，スルメイカの表層曳網への入縞について,一つ(､試毅として曳網時刻と入網尾数の関係を

あらわしたのは第８図である。
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日本海のサンマとスルメイカの関係は漁場形成要因として海洋の前線帯という共通した環境的特

徴をもつが，その溌泳水深はスルメイカがはるかに深く，縮口数減というこの種漁具に入網すると

いうことは全く予想したいことであった。考察からは大型`低速網がスルメイカに対して良好な性能

をあらわすとしたが小型高速・中型中速絹と網口高さにしてわずか１脚の差であって，これが有効

にスルメイカの漁獲に作用すると考えることは無理であって，他の原因として，スルメイカの浮上

時即ち日出没時にこの網が遇然曳絹された回数が多いのではないかという疑問のための検討である｡

図から，スルメイカの入網に対し特定の漁具が特定の時刻に曳網されているということは液いが，

３００尾以上の好漁瀧を示す６回の操業の中で５回は日出没時に曳網され，その中２回が大型･低速

網の曳網であることから問題としては今後に残されている。

５。結語

との研究は日本海の沖合を広くかい瀞するツーンマの利用を第一目的として二艘表層曳網という新

しい漁具の開発研究をおこなうことであった。勿論，二磯表層曳網という漁具は原理的に新しいも

のではなく，漁具分類上曳総類の曳廻し網類に属し，小型漁船によるサヨリ・トビウオ等の曳網を

沿岸にみることができる。と》で新しい漁具という表現は，サンマの採捕漁具として利用し漁船の

大型階層を対象とする大規模漁業を創造するという発想に誉いててある。サンマ①再捕漁具として

は流刺網と捧受縮が有力であるが，この二つのすでに技術的に確立された漁具が日本海では適用で

き左いという苦しい背景があった。その理由は稼動数２，０００隻以上というスルメイカ漁船との漁

場競合と太平洋サンマと比較して群構造が小さく，産卵群であるために灯に付きにくいという生態

上の問題である。そして，鎧終的に大量漁渡ができ，機械化省力化された機動`性をもつ漁具として

二鰻表層曳細が採用された。

との研究か開発研究として，当初より新しい日本f縁のサンマ漁業の企業化を目的としていたので，

先ず漁具の構造から強度上の問題が完全曳網できる霞で徹底的に改良された。次に漁具学的場から

曳縮の'性能に関係する張力・奥縮速度・縄口高さ等の漁具測定をおこない，企業段階の問題として

曳網力と漁具抵抗の関係を明らかにし，一方では大量漁獲のための研究も精力的におこなわれた。

これ等の結果についてはすでに考察したが，結論として二磯表層曳縮は漁具としては物理的に成

功しながらサンマの採捕漁具としては不適当で，少〈もこの漁具は単独の漁業として企業化するこ

とは困難である。研究の実施時期が５１年５２年を鐙,低とする対･馬暖流の弱勢期でサンマの来瀧資

源量の少い時期であったことも事実であり，試験段階では漁場`情報が得られないために航海の大部

分の時間を漁場探索に消擬し調査の効率をいちじるしく低下させていること等を理由にしても５１

回操業でサンマ約２万尾，スルメイカ１万尾では企業化の検討に､価したい。しかし，物理的には大

－風０



規模漁業として成功しているので，漁具の側から何がとれるかということを模索する必要があるし，

Aこの漁具をその:室ﾉﾑ中層に移行させることにより，よ，広い対象魚種を求めて矛咽を計るという発

展の方向性も残されている。～にTニハレ
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付表二綾表層曳網操業記録表

－５７－

操業Ｎｕ １ ２ ３ ４ ５

年月日
S､4９

5．１１ 5．１２ 5．１２ 5．１２ 5．１２

位置
Ｎｏ－’

Ⅱ ◎－－J

８６－８４

１３２－２４

３６－５７

１３１－５２

８６－４５

１３１－４７

３６－３３

１３１－４４

３６－３９

1８１－５１

曳網

時刻

開始

終了

１４：１５

１６：１５

００：１０

０８：５５

０９：１５

１１：８５

１３：０５

１５：１０

１６：２０

１８：８０

曳網時／間 2０ 8８ 2.8 2.1 ２２

主機回転数
(Ｓ、Ｎ）

２８０ ２８０ 2６０ ２６０ ２６０

対水
曳網距離

(Ｓ・Ｍ）
曳綱速度.方向

OEt／h）

9.0

4.5ＷＮＷ

17.1

4.5ＳＳＷ

9２

4.0ＳＳＷ

8４

4.ＯＮＮＩＤ

8.8

4.0ＳＷ

対地
曳網距雛

(S･ル、
曳j欄速

1００

５０ＷＮＷ

１７．１

4.5ＳＳＷ

108

４７ＳＳＷ

5０

2.4ＮＮＥ

9.9

4.5ＳＷ

曳船間隔
(腕）

８０ ８０ ８０ ８０ ８０

曳索長
(腕） 1００ １００ １００ 1００ １００

漁具
ﾌﾞﾋ軽u（し）

中型（Ｍ）
川､ⅡＥｕｒら）

Ｍ Ｍ Ｍ 班 Ｍ

水温（て）
Ｏ耐

１０

５０

１００

１４７

1４．５

１１．０

5.0

1４．６ 1４．６

1４．７

14.0

１１．８

1４６ １５１

漁痩（尾）
サンマ

スルメイカ

フク

１０３ 5０

８

2,300 ８００ ３１７

体長組成
サンマ

～（モード）
スルメイカ

～（モード）

２５～３４
（２８．５）

２６～３３

（２９．５）
２４～８１

(２９．５）
２７～８３

(２９．５）
１４～３１

（２７Ｂ５）

備考

漁獲過大

急浦部破損 グー



－魂一

６ ７ ８ ９ 1０ １１

5．１２ 5．１６ 5．１７ 5．１７ 5．１８ 5．１８

３６－３９ ３６－０８ ８６－２４ ３６－４１ ３６－４０ ８６－１８

１８１－４２ 1８１－５８ １３２－０７ １８１－５０ １３２－１８ １３２－４４

２０：１０ ２０：２０ ０２：１０ １８：００ ０１：１０ １７：４０

２２：８５ ２１：２６ ０４：１５ ２０：２４ ０４：１０ ２０：0５

2４ 1.1 21 2.4 8.0 2.4

２６０
「，

；２６０ ２４０ ２６０窓 ２６０ ２６０

9.6 4.4 爪４ 9.6 １２．０ 9.6

４０ＳＳＷ 4.ＯＮＥ 3.5Ｎ画 ｝4.0ＥＳＥ ４．０ＳＥ 4.ＯＥＮＥ

8４ 4.0 6.9 789 １１４ 9.1

3.5ＳＳＷ ａ６ＮＥ ３８ＮⅡ 3.3ＥＳＥ 3.8ＳＩＤ ８８ＥＮＤ

８０ 8０ ８０ 8０ 8０ ８０

､１００ １００ 1００ 1００ 1００ 1００

Ｍ 皿 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

･１５２ １５８ 1４．９‘ １５．６ １６１ １７．７

1４．８

1２．２

7.5

ＺＯ５０ ､１８６ ４７９ １５０ 2０ 1０

６ １ ９１０ ６

１

、２６～３１

(28.5）
２５～３２

(２９．５）
２５～８２

（２９．５）
２６～８８

(29.5）
２６～３２
(28.5）

１６～２３

（１９．５）

漁具破網

操業中止

境港向帰港



Ｓ，４９

５．２４

３６－１６ ８６－３６

１３８－３８ １３８－１６ １３３－０８ １３８－１８

０７．３５ 09.00 １３：４０ １８９５０

０８．４２ １０．５７ １５．４８ ２１：0２

４.ＯＮＷ

４０１，ＮⅡ

１００ １００

７５０ IＭｉ

２７～８２

（Ｂ0.5）

２６～３２

）
２５～３２

〔２８５）

１５～２６

（１７．５）

－５９－

操業Ｎｑ １２ 1３ 1４ １５ 1６

年月日
Ｓ、４９

5．２４ 5．２５ 5．２５ 5．２５ 5．３０

位置

Ｎ 。＿'

ＥＱ－'

３６－１６

1８８－３８

３６－３６

1３８－１６

３６－８４

１３８－０８

８６－３０

1３８ ■■■■■■

● １８

８７－０５

1３３－５４

翼 網

時刻

開始

終～了

07:3５

０８：４２

０９：00

１０：５７．

１３：４０

１５：４８

１８：５０

２１：０２

０２：５０

０５８０５

曳網時間 1.1 2.0 2.1 2.2 2.3

主機回転数
（Ｓ、Ｎ） ２６０ ２６０ ２６０ ２６０ ２６０

対

水

曳網一距離
（Ｓ・Ｍ）

4.4

4.0Ｅ…

8.0

4.0.Ｎ

8.4

4.0ＥＮＥ

8.8

4.ＯＢ

9.2

4.ＯＮＷ

対地
-曳網距離

（Ｓ・Ｍ）

曳網速度.方向
（kt／h）

4.5

4.1回

9６

４．８Ｎ

8.4

４０ＥＮＤ

6.6

3.01,

7.8

8ＡＮＷ

曳船間隔
（〃）

９０ ９０ ９０ ９０ ９０

曳索長
(胸） １００ １００ 1００ 1００ 1００

漁具
ﾌに宴Eユ（し）

'二Ｐ型（Ｍ）
小型〔Ｓ）

Ｍ Ｍ Ⅲ 斑 Ｍ

水賦（て）
Ｏ〃

１０

５０

１００

１６．５

１６．３

1５．５

1４．３

１７．４

、
1７．４

1６０

１５．５

１７．８

1７．２

１５．６

１５４

１７．５

1７．３

1５．４

1４．７

・１７．３

1７．３

15.0

1２．８

徽独（尾）
サンマ

スルメイカ

フク

６４ ２４

トビウオ６

７

トビウオ２

｝７５０

８２

闇4;:
６

体長組成
サンマ

～（モード）

スルメイカ

～（モーの

２６～３２
(２８．５）

２７～８２
（８０．５）

トリ

２５～３２
（２８５）

１５～２６

(１７．５）

，１８～２２

（１７ｂ５）

備考

中型サンマ

やや多し



５－１６

８６－３９８６－４５

１８８－２２ １３－３４

４０

８５０
１２０

６～２５

（１４．５．２０．５）

④⑥⑪同君

－６０－

１７ ．;１８ １９ ２０ 2１ ２２

5．３０
Ｓ、５０

５１２ 5．１３ 5．１３ 5．１５ 5．１６

3６－５４ ３６－１８ 3６－４６ ）８６－４４ 8６－４５ ８６－３９

1３３－１５ １８１－５９ １３２－２８ １８２－５８ 1８８－２２ １８２－３４

１８：５０ ２０：４０ ０５：00 １３：２３ １８：１５ ０２：１２

２１：０５ ２２８３７ ０８：０５ １６：１２ ２０：２０ ０５：１５

2.3 2.0 3.1 2.8 2.1 3.1

)２６０ ２８０ ２８０ ２８０ ２６０ ２６０

9.2 6.0 １２．７． 1１．５ 6.1 11.5

4.ＯＷＮＷ ３.OＮＥ 4.1 Ｎ、 4.1SE／S 2.9ＮＷ Ｗ

9４ ｋ６８ １４０ 10.6 6.3 １１．８

４１ViIWW 8ＡＮＢ 455ＮⅡ 8.8ＳＥ／Ｓ ３０ＮＷ 3.8Ｗ

９０ ’１２０ １２０ １２０ ‐９０ １２０

１００ １８５ １８５ ・１８５ １００ １８５

Ｍ Ｌ Ｓ Ｓ Ｌ Ｓ

1７．４ 1４．５ 1４．０ 1５０ 1５．１ １６．０

１６４ １４．０ １４．０ １５０ ‐１５２ 1５８

1４．５ 1２．０ 1２．０ 1８０ １２．７ 1４．６

１１．６ 1０．５ 7.0 １１．０ 1１．１ ）１２．５

１８２ ５０ ６６０ #６３ １００

１０ 窓3:８ １２０

８ ５ ２ ‐５

トビウオ１

２５～３２

(２９．５)Ｌ
２４～３０

(２６５）‘
・２４～３３

（26.5）
１１～２９

（１１．５）
６～２５

（14.5.20.5）
２８～３２

(２６．５）

S４９年合計

サンマ

１２，８６５尾

スルメイカ

１，０２９尾

大型部の沈子

部｡H網



Ｓ、５０
５．２２

８７－１６ ３７－２５ ８７－１８

１８２－４５ １３２－４６ １３２－６２ １３２－４３

０１：１５２０：２５ 0２．５５

２３：００ ０４．３５

２７０

２．９５ＮＥ ２．９５ＥＮＥ

１２０１００ 100

１００ １００

llll1l２８００ ２００

１００ ２４００ １５０

２５～８４

（27.0）
１５～３１

（２０．５～２７．５）
２５～３８

（２７．５）
２４～３２

（２７．５）

－６１－

操業ＮＤＬ 2３ 2４ ２５ ２６ 2７

年月日 Ｓ、５０
5．２２ 5．２８ 5．２８ ５．２８～２４ 5．２４

位極
Ｎ 0￣'

日 。＿ノ

３７－０８

１８２－２５

８７－１６

１８２－４５．

3７－２１

1８２－４６

３７－２５

１８２－５２

8７－１８

１３２－４８

曳網

時刻

開始

終了

２０：２５

２３：0０

０１：１５

０４：３５

２０：１５

２２：２５

２３：８５

０１：４５

０２：５５

０５：００

曳網時間 2.6 3.3 2.2 2２ 2.1

主機回転数
(Ｓ、Ｎ） ２７０ ２７０ ２７０ ２７０ 2７０

対水
曳網距離

(Ｓ・Ｍ）

曳網速度.方向
（kt／1０

7.7

２．９５ＮＥ

1２９

ａ９ＮＥ

6.5

２．９５ＮＥ

8.6

３９ＳＷ

6.2

２．９５ＥＮＥ

対地
曳網距離

(Ｓ・Ｍ）

曳網速度.方向
O《t／1０

7.0

2.7ＮＥ

1１．９

8.6Ｎ、

6２

2.8ＮＥ

8４

８８８Ｗ

6９

3.3ＥＮＥ

曳船間隔
（腕） １００ １２０ 1００ １２０ １００

曳索長
(腕） １００ １８５ 1００ 1８５ １００

漁具
フヒ型』（し）

中型（Ｍ）
ﾉI、麹【Ｓ）

Ｌ ’８ Ｌ Ｓ Ｌ

水温（尾）
Ｏ〃

１０

５０

１００

1４．６

1４４

9.2

4２

１５５

1５．５

１３．０

7k４

1５８

１５．８

１３８

9.0

1５５

1５３

1３５

8.5

１５２

１５．０

１２．０

7CＯ

漁独（尾）
サンマ

スルメイカ

フク

８５０

１００

３

2，８００

2，４００

富118
1５０

２００

５８

４

タチウオ２

寓；８
２２０

体長組成
サンマ

～（モート,

スルメイカ

～（モートP）

２４～８２

（２７．５）
２５～８４
（２７ｐ）

１５～２４

（19.5）

１５～８１

(２０．５～２７．５）
２５～３３

(２７．５）
１８～８２

(２０．５～26.5）

備考

韓国サンマ
漁船２隻

サンマの％
はスルメイ
ヵの食害を
受く



８７－２９ ８７－４１ ３８－００

1３２－５１ １８２－５５ １８３－１３

１０：２５ ２０．３５ ０１：１０

１８．３０ １７．８０ ２３：４５ ０４．５０

２６０

８．７ＮⅡ

ａ８ＮＮＥ

１００

１００

１１．０

..１８０

１６６６
、、

４００

】４～２５

（16.5）

２０～８１

（２７．５）

－６２－

２８ 2９ 3０ ８１ ８２ ８８

５．２９～８０ 5．８０ ５．３０ 5．３０ 5．３０ 5．３１

3７－１０ ８７－２２ ３７－２９ ８７－４１ ３８－００ ３８－０９

１８２－４７ １３２－４９ 、１３２－５１‐ １８２－５２ １８２－５５ １３３－１３

２８：１０ ０２：８５ １０：２５ １４：２０ ２０：３５ ０１：１０

０２：0５ ０５：０５ １８：３０ １７：８０ ２３８４５ ０４：５０

2.9 2.5 ８．１ 3.2 3.2 ８〃

２６０ ２６０ ２６０ ２６０ ２６０ ２５０

1０．７ 7.8 １１．５ 9.3 １１．８ 1０．４

a７ＮＮＥ 2.9Ｅ ８７ＮＮＥ 2.9Ｎ 8.7Ｎ回 2.8ＮＮＷ

1２．２ 6.0 １１．８ 9.9 １１．２ ８９

4.2ＮＮＥ ２４Ｅ 3８ ＮＮＥ 3,1Ｎ 8.5ＮⅡ 2.4ＮＮＷ

１２０ 1００ １００ 1００ １２０ １００

1８５ 1００ １８５ 1００ １８５ １００‐

Ｓ Ｌ Ｓ Ｌ Ｓ Ｌ

1６．５ １８．０ １８．５ 1８２ １７．５ １７．５

1５．５ 1７．２ １６２ １６．０ 1６５ 1７．１

１０２ 1４．５ １３５ 1４．２ 1４．２ 1６５

4.0 1１．７ １１．１ １２２ 11.0 1５２

5００ ８２ 患,,鵲： 2０ ２６２ 1５０

５３ ４００ 3８ ８０

４ ２

トビウオ１ トビウオ２ カワノ､ギ３ サバ５

２２～３２

(２６．５）
１４～２５

（１６．５）
１０～３０

(19.5～26.5）
２０～８２

(２７．５）
、２０～８１

（２７`５）
２１～８１

（２６０）



〆

Ｓ，５０

．３１

８８－０４

１３２－１６ １８２－１５

１４：１５ １８．５０ ２０：00 ０２：１５

１７．２０ ２８：００

幾何ビL丘薮

３７ＳＷ

１２０ １００ １００

１８５

１１．０

２１～３８
（２７．５）

１７～８２

．２６．５）
１７～２４

）

１５～２５

（１９．５）
１５～２４

ＺＯ５）

6３－

＞

挽業ｉＶＤＬ ３４ ）３５ '３６
▼■

８７ ８８

年月日 Ｓ、５０

5．３１ 5．３１ 6．１２ ６１３ 6．１８

位置
Ｎ Ｊ－ノ’

回 ９－'

３８－０４Ⅱ

１３４－１３

８７－５４

１３３－５７

３７－１７

１３２－１６

－３７－２８

1３２－１５

８７－２９

1８２－１２

曳・網

時刻

開始

終了

１４：１５「

１７：２０

１８；５０

２１：３５

１２０：00

￣２８：００

０２：１５

0５ 0５

１１：２２

１４：２４

曳綱時間 ８．１ 2.8 ３０ 2.8 3.0

主機回転数
(８．Ｎ）

２６０ ２６０ ‐２６０ ２６０ ２６０

対水
曳網距離

(Ｓ〆Ｍ）

曳織鴨ﾉiiF

１１．５

８７Ｗ

8.1

2.9ＷＮＷ

１１．１

3.7’ＳＷ

8.1

2.9Ｎ

１１．１

3.7ＳＥ

対地
曳網距離

(Ｓ，ivI）

曳網率|;TﾉHi可

、１１８

３８Ｗ

7.3

2.6ＶｌＴＷＶ

１１．４

３．８８Ｗ

7.8

2.8Ｎ

１１Ａ

８８ＳＥ

曳船 間伽糯 １２０ 1００ １２０ 1００ １２０

曳索長
(ﾉｿﾞz） １８５ １００ １８５ １００ １８５

漁具
ﾌにく」h』』（し）

中型（Ｍ）
(､鋼（Ｓ〕

Ｓ Ｌ Ｓ Ｌ Ｓ

水温（て）
Ｕ腕

１０

５０

１００

1７．０

1４．９

１０．７

9,6

1７．６

１６．５

１８８

1１．０

}！１８．３

’１８．３

８．６

８．０

１８８

1８．１

,７８

8.1

１８/７

１８５

9.5

3２

漁獲（尾）
サンマ

スルメイカ’

フク

２３０

トビウオ１

３８

４５０

３８０

１５０

サバ１
イワシ５

２０

８０

）２０

カワハギ１

体長組成
,サ 二'マ

壹三（モード）

スルメイカ

～（モートフ

１７～８２

～（２６．５）
１７～２４
（２０．５）

２１ ～ ３８
（２７．５）

１５～２５

（１９．５）
１５～２４

(２０５）

２４～８１
(２７６５）

備考



３７－１３ ３６－４８ ３７－０４ ８７－１３

1３２－１１ １８２－２７ １８２－８２ １８２－２９ １３２－４２

２８．２５ ０２：00 ２０．０５ ０３．３５

０４：３５0２．２５ ２２．３５ ０５：0５

4.0Ｗ

９１１

'１１１８
１８３１

１８～３２

（２７．５）
１９～８２

（２７．５）
２４～８２
〔２６．５）

１５～２２

（１８．５）

、
￣－

6４－

3９ ４０ ４１ 4２ ４３ ４４

6．１３ 6.】８～１４
８．５１

5．９ 5．９ 5．１０ 5．１０

３７－１６ 3７￣ １３ ３６－４８ ８７－０４ ８７－１３ 3６－５９

1３２－２２ 1３２－１１ 1８２－２７ １３２－８２ １３２－２９ １３２－４２

１８：４５ ２３：２５ ０２：00 ２０：０５ ０３：３５ １９：３５

２１：４５ ０２：２５ ０４：３５ ２２：３５ ０５：０５ ２２：４０

3.0 3.0 2.6 2.5 265 3.1

２６５ ２６０ ２６０ ２６０ ２６０ ２６０

8.9 111 1０．４ 9.3 100 １２４

２．９５，１Ｗ 3TＳＷ 4.ＯＮＮＥ 3〃Ｗ 4.0s 4.0Ｗ

9.0 1０．５ 9.4 7.8 6.8 8１

3.0 V11VW 8.5ＳＷ 8.6ＮＮＥ 3.1Ｗ 2.5s 2.6Ｗ

１００ １２０ 1００ １００ １００ 1００

1００ 1８５ 1８５ １８５ １８５ 1８５

Ｌ匂 Ｓ Ｍ Ｓ Ｍ・ Ｍ

１９．３ １８８ '１４５ １４．５ 1４．１ １５４

1８．１ 1８．８ 1４．９ 1４．４ 1４０ １５Ｊ

８４ 1０．２ 1４４ 1２２ 1２．５ 1４．４．

2.9 1.8 1２．６ 9.4 9.5 11.5

３２ ３６４ １５ ５２ ４０ ＩＭＩ
１５ ５７ ７ 1，８３１ ２００ ５０

６ ２ １ ７

タチウオ１ イワシ１０ イワシ２ サバ６

１８～３２

（２７６５）
２３～８８
（２７．５）

１９～８２
(２７．５）

２４～８２
(26.5）

１０～８４

(２６．５．．２７．５）

１７～２４
（20.0）

１５～２２
(１８．５）

１６～２４

（１９．５）

S５０年合計
サンマ

６J003尾

スルメイカ

６，２８１尾

サンマの９割

はスルメイカ

のｊ３Ｅ害を受〈



Ｓ，５１
５．２２

８７－１７ ８７－８２ ８７－８３ ３７－１８

１８２－５７ １３８－０２ １８２－４９ １８２－４０

２０：６５ 0１．００ 0０．５０

２３．１５ ０８：５５ 03.30

１０．０

１００ １００

１３６

１

’２０

２５～３３
（２７．５）

２６～８３
（２８５）

１９～２８

（２０５〕
１９～２８

（２０．５）
１７～２２

（２０．５
１８～２４

（２０５）

－６５－

～

操業Ｎｑ ４５
←

４６ ４７ ４８ ４９

年月日
Ｓ、５１
5．２２ 5．２８ 5．２８ 5．２４ 5．２８

位置
Ｎｏ－ノ

Ｅｏ－'

８７－１７

１３２－５７

８７－８２

1３３－０２

３７－８３

１８２－４９

３７－１８

１８２－４０

３６－０４

1８１－５９

曳網

時刻

開始

終了

２０：８５

２３：１５

０１：００

０８：５５

１９：５０

２２：１５

00：５０

０３：３０

１９：３０

２０；３０

曳網時間 2.7 2.9 2.4 2.7 1０

主機回ｉＨ:ｉ数
(８．Ｎ）

２６０ ２６０ ２６０ ２６０ ２６０

対水
曳 網(§;『i/；

【

曳網速庭方向
(kt／h）

1０．０

8.7 ＮＮＥ

１１．６

4.0Ｎ

8.9

8.7ＳＷ

1０．８

4.08/E

3７

3ＴＮ

対地
曳網距離

(Ｓ・Ｍ）

曳網速度.方向
(kt／h）

9.7

8.6ＮＮＥ

9.9

８４Ｎ

8４

8.5ＳＷ

5.1

１９ｓ／Ｅ

3.5

８５Ｎ

曳船間隔
("z）

1００ １００ １００ 1００ １００

曳索・長
("！）

１８５ １８５． １８５ １８５ １８５

漁具
大型（Ｌｊ）
中型（Ｍ）
小型〔Ｓ）

Ｓ Ｍ Ｓ Ｍ Ｓ

水猛（て）
Ｏ〃

１０

５０

１００

1６０

1６．０

1１．６

9.4

１４．１

lａ６

1０．７

9.1

17.2

1６４

1４．３

1３．５

1６．５

１６５

1４８

１０．１

1７．８

17.6

1５．９

1５８

漁獲（尾）
サンマ

スルメイカ

フク

１３６

１４

２

サバ１

イワシ２０

２８

８６

１

イワシ３

患５１
２０

２

うｻバ２

８０

２５

体長組成
サンマ

～（モートッ

スルメイカ

～しモート）

２５～３８
（２７．５）

１９～２３

（２０．５）

１６～８１
（２６．５．２Ⅲ５）

１９～２８
（２０．５）

１２～８２
（２７t５）

１７～２２

(２０．５）

２６～８８
（２８５）

１８～２４
(２０．５）

備考

中層曳綱試

験



-６６－

５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５

5．２９ 5．２９ ５．２９～３０ 5．８０ 5．８１ 5．８１

３６－４４ ８７－５４ 3７－５５ ８８－０８ ３８－０３ ３８－１０

１８１－５２ 1８１－２６ １３１－２２ 1８１－２６ １８１－４５ １３１－４８

０２：00 ２０：４０ ２８：４０ ２０：４５ ０２：００ １９：４０

０４：１５ ２２：１０ ０１：８０ ２８：００ ０４：１５ ２０：４５

2.8 1.5 1.8 2.8 2.3 1.1

２６０ 2６０ ２６０ ２６０ ２６０ ２６０

9.2 5.6 7２ 8５ 9.2 4.4

４０Ｎ 3TＳＷ 4.ＯＳＷ ３７s 4.ＯＮＷ 4,0Ｎ

8汀 5６ ５９ 6４ 8.3 3.5

3.8Ｎ ３７ＳＷ ８８ＳＷ 2.8s 3.6ＮＷ 3.2Ｎ

1００ 1００ １００ 1００ １００ １００

1８５ 1８５ １８５ 1８５ １８５ 1８５

Ｍ ８ Ｍ Ｓ Ｍ Ｍ

１ l7p 1６７ 1６．６ １T１ 1７．５

１６５ 1７．０ １５５ １６７ １７．１ １Ⅲ２

１４３ 1２．３ 1０２ 1０．９ １２．１ １１．２

9.6 8.7 8.6 9.5 １０．２ 9.3

８４ ２６ ｉｉｉ； 漁７； ４７５ ９

１２ ２２２ １８０ １９４ ７０

サバ１０

イワシ８
ｻバ１ イワシ１ イワシ６

２６～８４
（２８５）

２０～３２

(28.5） 除墨{鵜
１５～３４

（２７．５）
２６～３８
(２７．５）

(i諸ダ ４Ｊ２５炉、１ケし １７～２４
（20.5.21-5）

S５１年合計

サンマ

１，０７８尾

スルメイカ

２，８１１尾

破網

曳網方向に韓

国サンマ船を

みる
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隼：月 日
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位鐘
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曳総

時 ､刻

開‘’飴

終 〔了

曳I網 鴎:間

主機回転数，
(Ｓ、Ｎ、

対，

水

曳，網｜距離
'（Ｓ・Ｍ）

曳Iilil速

対地
曳綱’距離

(Ｓ・Ｍ）

曳刀』船 閲("覇
』卜⑥

曳一 索長
("）

漁具
夛忙聾旦

中型
小型！ Ｊｊｊ』ＭＳｆｔく

水温（て）
０ｊｿＴ：

１ Ｏｻﾞ

５０

,１００

漁獲（尾）
サンマ,

スルメIイカ’

フク

「’

､

体長組成
サンマ:；

～（毛,－１ウ

スルメイカ
～＿（毛－１j）

術 老'二
■P

●

3ケ年合計
サンマ

Ⅱ．：19.946尾

Lスルメイカ
ー10.121尾

Ｃ

●●⑪


